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ご
相
談
く
だ
さ
い
。

いのちのホットライン竹原

場所　たけはらふれあい館

　　　（中央二丁目 4-3）9 時～ 18 時

※ 12/30 ～ 1/4 は休館します。

問い合わせ　いのちのホットライン竹原

　　　　　　☎ 22-9102

特設登記・人権相談所

日時　12 月 20 日 ( 木 )　10 時～ 12 時、13 時～ 15 時

場所　人権センター

問い合わせ　広島法務局東広島支局　☎ 082-423-7707

出張年金相談日

日時　12 月 19 日（水）10 時～ 15 時 30 分

場所　福祉会館２階会議室

問い合わせ　呉年金事務所　☎ 0823-22-1691

ふれあい福祉相談

場所　ふくしの駅（中央 3-13-5）

問い合わせ　ふれあい福祉相談センター

　　　　　　☎ 22-8986　※祝日は休みです。

◎電話による相談も可。

◇ 12 月は司法書士が応相談。

＊法律相談は予約制。月初めから受付。

　 無料での相談は一人 1回です。

相談内容 日 時間帯

◎一般相談
（どんな相談でも）

毎週月～金曜 8：30 ～ 17：00
◎ボランティア相談
（活動希望・援助依頼等）

税金相談 毎月第１金曜

10：00 ～ 15：00

◇不動産相談 毎月第３水曜

◎障害児者相談 毎月第３木曜

保険・年金相談 毎月第４水曜

◎女性相談 毎月第４金曜

＊法律相談 毎月第２金曜 10：00 ～ 16：00

地域包括支援センター

場所　ふくしの駅（中央 3-13-5）

問い合わせ　地域包括支援センター　☎ 22-5494

消費生活相談室便り
～国内パック旅行のキャンセル料～

相談内容

　夫婦で温泉に出かけようと、旅行会社の店頭で２か月

後の温泉パックツアーの申し込みをした。ところが、都

合が悪くなったのでキャンセルしようと、申し込みの二

日後に、解約の意向を旅行会社に伝えたところ、解約料

が必要という。まだ申し込んだばかりで代金も支払って

いないのに納得できない。支払いたくない。

アドバイス

　旅行会社が旅行内容を企画し、参加者を募集するツ

アーをパック旅行(募集型企画旅行)といい、パンフレッ

ト等の取引条件欄に旅行条件が記載されています。また、

標準旅行業約款によれば、｢ 契約の締結を承諾し、申込

金を受理したときに成立する ｣とあります。

　今回のような場合は、解約料を支払う必要はなく、そ

の旨を旅行業者に伝えましょう。なお、インターネット

による申し込みの際にクレジットカードによる決済を

行った場合や、契約形態が手配旅行 ( 旅行会社が旅行

者に代わり、希望する航空券やホテルの手配のみを行う

もの )はキャンセル料が必要もしくはキャンセルできな

いというケースもあるため、注意が必要です。

相談窓口　おかしいな、困ったなと思ったら、

　消費生活相談室にご相談ください。☎ 22-6965

休日納税相談窓口を開設します
　市税納税相談のため、休日納税相談窓口を開

設します。何らかの事情で納税が難しい場合は

相談を受け付けますので、ご利用ください。

日時　12 月９日（日）　９時～ 17 時

問い合わせ　税務課　☎ 22‐7732

なりすまし詐欺に注意！
　息子を名乗りお金を振り込ませようとする

「なりすまし詐欺」が多発しています。

　被害防止のポイントとして、普段から親子

で連絡を取り合うことや、電話で話す際の合

い言葉を決めておきましょう。

　また、すぐに振り込まず、家族や警察に相

談しましょう。振り込め詐欺の電話は、「自

分にもかかってくる」と日頃から注意をして

おきましょう。

問い合わせ　

　竹原警察署　

　☎ 22-0110

　まちづくり推進課生活環境係

　☎ 22-7734

行政相談

国の行政への苦情や相談を受け付けます。

問い合わせ　行政相談委員　黒崎　耕二

　　　　　　（忠海中町）☎ 26-0607

相談内容 曜日 時間

高齢者
総合相談

月～金
8：30 ～ 17：30

（土・日曜日は、要望により対応）

介護家族
相談会

偶数月の
第３火曜日

13：30 ～ 15：00
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　市民人権標語
　　　小学生の作品　　　　えがおはね　みんなをげんきにするまほう　市民人権標語 　小学生の作品　「だめだよ。」を　「こうすればいいよ。」に　変えてみよう
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こ
れ
ら
の
作
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今
後
の
啓
発
活
動
に

活
用
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せ
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だ
き
ま
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。
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翔
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も
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西
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が
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原
中
学
校　

古
田　
　

護
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原
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杏
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中
学
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よ
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の
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夏
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中
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３
年
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未
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・
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あ
る　

命
あ
る
今　

大
切
に

　
　
　
　
　

竹
原
中
学
校　

古
川　

博
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て
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竹
原
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三
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龍

一
般
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・
笑
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さ
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笑
顔
で
キ
ャ
ッ
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吉
名
町　

別
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信
代

【
男
女
共
同
参
画
標
語
】

一
般
の
部

・
美
化
作
業　

夫
婦
そ
ろ
っ
て　

た
す
き
が
け

　
　
　
　
　
　
　

高
崎
町　

黒
川　

美
栄
子　市民人権標語　市民人権標語

   １２月４日から１０日は
　　  　『人権週間』
　1948 年 12 月 10 日、第３回国際

連合総会で「世界人権宣言」が採

択されました。この宣言は世界の

平和と人類の幸福を願って、人間

はだれでも、人間としての尊厳と

価値が認められ、人間として当然

に持っている基本的権利を、お互

いに尊重しなければならないこと

を表明したものです。
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大
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手
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西
小
学
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佐
伯　

優
哉

長一


